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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 4 月 1 5 日 ( 2 0 2 2 . 4 . 1 5 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 1 / 0 3 3 5 8 5
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 5 4 0 7 3 2 ( P 2 0 2 1 - 5 4 0 7 3 2 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ ０ ８ Ｇ 1 8 / 2 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ８ Ｇ 1 8 / 6 7 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ８ Ｇ 1 8 / 8 1 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ８ Ｆ 2 9 0 / 0 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 6 / 8 8 7 ( 2 0 2 0 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ０ ８ Ｇ 1 8 / 2 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ８ Ｇ 1 8 / 6 7 ０ ５ ０  　 　 　
　 Ｃ ０ ８ Ｇ 1 8 / 8 1 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ８ Ｆ 2 9 0 / 0 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 6 / 8 8 7 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 月 2 7 日 ( 2 0 2 2 . 1 . 2 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 昭 ５ １ － ３ ６ ９ ６ ０ 号 公 報
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 開 示 の モ ノ マ ー 組 成 物 に お け る そ の 他 の 触 媒 の 含 有 量 は 、 亜 鉛 系 触 媒 （ Ａ ） 、 そ の 他 の  
触 媒 、 イ ソ （ チ オ ） シ ア ネ ー ト 化 合 物 （ Ｂ ） 、 ア ル コ ー ル 化 合 物 （ Ｃ ） 及 び （ メ タ ） ア ク  
リ レ ー ト 化 合 物 （ Ｄ ） の 総 含 有 量 に 対 し 、 ０ ． ５ 質 量 ％ 以 下 で あ っ て も よ く 、 ０ ． ３ 質 量  
％ 以 下 で あ っ て も よ く 、 ０ ． １ 質 量 ％ 以 下 で あ っ て も よ い 。 本 開 示 の モ ノ マ ー 組 成 物 に お  
け る そ の 他 の 触 媒 の 含 有 量 の 下 限 は 特 に 制 限 さ れ ず 、 錫 等 の 重 金 属 の 使 用 を 削 減 し 、 機 械  
的 特 性 に よ り 優 れ る 硬 化 物 を 製 造 す る 観 点 か ら 、 ０ 質 量 ％ で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
各 成 分 を 混 合 す る 態 様 と し て 、 よ り 好 ま し く は 、 イ ソ （ チ オ ） シ ア ネ ー ト 化 合 物 （ Ｂ ） 及  
び ア ル コ ー ル 化 合 物 （ Ｃ ） の 一 方 が （ メ タ ） ア ク リ ロ イ ル 基 を 有 し 、 他 方 が （ メ タ ） ア ク  
リ ロ イ ル 基 を 有 さ ず 、 以 下 の よ う に 各 成 分 を 混 合 す る 態 様 で あ る 。 具 体 的 に は 、 亜 鉛 系 触  
媒 （ Ａ ） と 、 イ ソ （ チ オ ） シ ア ネ ー ト 化 合 物 （ Ｂ ） 及 び ア ル コ ー ル 化 合 物 （ Ｃ ） の 一 方 で  
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あ り 、 か つ （ メ タ ） ア ク リ ロ イ ル 基 を 有 さ な い 化 合 物 と を 混 合 し て 組 成 物 を 調 製 し 、 得 ら  
れ た 組 成 物 に 対 し 、 イ ソ （ チ オ ） シ ア ネ ー ト 化 合 物 （ Ｂ ） 及 び ア ル コ ー ル 化 合 物 （ Ｃ ） の  
他 方 で あ り 、 か つ （ メ タ ） ア ク リ ロ イ ル 基 を 有 す る 化 合 物 を 加 え て 混 合 す る 態 様 で あ る 。  
こ れ に よ り 、 （ メ タ ） ア ク リ ロ イ ル 基 の 重 合 反 応 を 抑 制 し つ つ 、 イ ソ （ チ オ ） シ ア ネ ー ト  
化 合 物 （ Ｂ ） と ア ル コ ー ル 化 合 物 （ Ｃ ） と の 反 応 を 好 適 に 進 行 さ せ る こ と が で き る 傾 向 に  
あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ３ 】
［ 実 施 例 ７ ］
十 分 に 乾 燥 さ せ た 撹 拌 羽 根 、 及 び 温 度 計 を 備 え た １ ０ ０ ｍ Ｌ の ４ ツ 口 フ ラ ス コ 内 に 、 Ｚ ｎ  
－ １   ０ ． ０ ５ 質 量 部 、 Ｂ Ｈ Ｔ   ０ ． ０ ２ ５ 質 量 部 、 Ｇ Ｌ Ｙ   ８ ． ２ ６ 質 量 部 を 装 入 し 、  
溶 解 さ せ て 均 一 溶 液 と し た 後 、 こ の 溶 液 を ８ ０ ℃ ま で 昇 温 し 、 さ ら に Ｍ Ｏ Ｉ   ４ １ ． ７ ４  
質 量 部 を １ 時 間 か け て 滴 下 し た 。 滴 下 中 に 反 応 熱 に よ り 内 温 が 上 昇 し た の で 、 ９ ０ ℃ 以 下  
と な る よ う に 滴 下 量 を コ ン ト ロ ー ル し た 。 Ｍ Ｏ Ｉ を 全 量 滴 下 し た 後 、 反 応 温 度 を ９ ０ ℃ に  
保 っ て 、 １ ６ 時 間 反 応 を 行 っ た 。 こ の 際 、 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 分 析 で 反 応 の 進 行 を 追 跡 し て 、 反 応 の  
終 点 を 確 認 し た 。 反 応 器 か ら 生 成 物 を 排 出 す る こ と に よ り 、 ウ レ タ ン ジ メ タ ク リ レ ー ト （  
Ａ － ７ ） ５ ０ ｇ を 得 た 。 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 純 度 は ９ ０ ． ８ ａ ｒ ｅ ａ ％ で あ っ た 。 得 ら れ た ウ レ タ ン  
ジ メ タ ク リ レ ー ト （ Ａ － ７ ） ６ ． ０ 質 量 部 と 、 ３ Ｇ   ９ ． ０ 質 量 部 と を 容 器 に 入 れ 、 均 一  
に な る ま で ５ ０ ℃ で 撹 拌 し て 、 モ ノ マ ー 組 成 物 （ ７ ） を 得 た 。 得 ら れ た モ ノ マ ー 組 成 物 （  
７ ） か ら （ 曲 げ 試 験 用 試 験 片 の 作 製 ） 及 び （ 曲 げ 試 験 ） の 項 に 記 載 の 方 法 に 従 い 歯 科 材 料  
用 組 成 物 （ ７ ） 及 び 試 験 片 （ 曲 げ 試 験 用 試 験 片 ） を 得 て 、 曲 げ 試 験 を 実 施 し た と こ ろ 、 弾  
性 率 ７ ２ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 破 断 強 度 １ ３ ３ Ｍ Ｐ ａ 、 破 断 エ ネ ル ギ ー １ ６ ｍ Ｊ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ７ 】
［ 比 較 例 ６ ］
十 分 に 乾 燥 さ せ た 撹 拌 羽 根 、 及 び 温 度 計 を 備 え た １ ０ ０ ｍ Ｌ ４ ツ 口 フ ラ ス コ 内 に 、 Ｄ Ｂ Ｔ  
Ｄ Ｌ   ０ ． ０ ５ 質 量 部 、 Ｂ Ｈ Ｔ   ０ ． ０ ２ ５ 質 量 部 、 Ｇ Ｌ Ｙ   ８ ． ２ ６ 質 量 部 を 装 入 し 、  
溶 解 さ せ て 均 一 溶 液 と し た 後 、 こ の 溶 液 を ８ ０ ℃ ま で 昇 温 し 、 さ ら に Ｍ Ｏ Ｉ   ４ １ ． ７ ４  
質 量 部 を １ 時 間 か け て 滴 下 し た 。 滴 下 中 に 反 応 熱 に よ り 内 温 が 上 昇 し た の で 、 ９ ０ ℃ 以 下  
と な る よ う に 滴 下 量 を コ ン ト ロ ー ル し た 。 Ｍ Ｏ Ｉ を 全 量 滴 下 し た 後 、 反 応 温 度 を ９ ０ ℃ に  
保 っ て 、 ６ 時 間 反 応 を 行 っ た 。 こ の 際 、 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 分 析 で 反 応 の 進 行 を 追 跡 し て 、 反 応 の 終  
点 を 確 認 し た 。 反 応 器 か ら 生 成 物 を 排 出 す る こ と に よ り 、 ウ レ タ ン ジ メ タ ク リ レ ー ト （ Ａ  
－ １ ８ ） ５ ０ ｇ を 得 た 。 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 純 度 は ９ ２ ． ２ ａ ｒ ｅ ａ ％ で あ っ た 。 得 ら れ た ウ レ タ ン  
ジ メ タ ク リ レ ー ト （ Ａ － １ ８ ） ６ ． ０ 質 量 部 と 、 ３ Ｇ   ９ ． ０ 質 量 部 と を 容 器 に 入 れ 、 均  
一 に な る ま で ５ ０ ℃ で 撹 拌 し て 、 モ ノ マ ー 組 成 物 （ １ ８ ） を 得 た 。 得 ら れ た モ ノ マ ー 組 成  
物 （ １ ８ ） か ら （ 曲 げ 試 験 用 試 験 片 の 作 製 ） 及 び （ 曲 げ 試 験 ） の 項 に 記 載 の 方 法 に 従 い 歯  
科 材 料 用 組 成 物 （ １ ８ ） 及 び 試 験 片 （ 曲 げ 試 験 用 試 験 片 ） を 得 て 、 曲 げ 試 験 を 実 施 し た と  
こ ろ 、 弾 性 率 ７ ６ ２ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 破 断 強 度 １ ３ ５ Ｍ Ｐ ａ 、 破 断 エ ネ ル ギ ー １ ３ ｍ Ｊ で あ っ た  
。
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